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感
動
の
玉
手
箱
・
歌
津

母
な
る
太
平
洋
に
抱
か
れ
た
、
ふ
る
さ
と
歌
津
。

南
三
陸
金
華
山
国
定
公
園
の
北
端
に
位
置
し
、

太
平
洋
に
長
く
突
き
出
た
歌
津
崎
、

リ
ア
ス
式
海
岸
特
有
の
深
い
入
り
江
を
な
す

伊
里
前
湾
な
ど
の
海
岸
線
は
、

い
つ
の
時
代
も
変
わ
る
こ
と
な
く
波
を
受
け
止
め
、

美
し
く
、
確
か
な
時
を
刻
ん
で
き
た
。

こ
の
紺
碧
の
海
を
、
二
億
四
千
二
百
万
年
前
も
の
昔
、

魚
竜
ウ
タ
ツ
ザ
ウ
ル
ス
が
泳
い
で
い
た
の
だ
。

そ
ん
な
太
古
の
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
海
は

一
方
で
恵
み
の
海
で
も
あ
る
。

沖
合
の
金
華
山
・
三
陸
沖
漁
場
は
世
界
三
大
漁
場
。

独
特
の
地
形
と
豊
か
な
森
の
恩
恵
を
受
け
、

カ
キ
、
ホ
タ
テ
、
ワ
カ
メ
な
ど
の
育
む
漁
業
も
発
展
し
た
。

海
は
い
つ
も
町
の
歴
史
を
見
守
り
、

私
た
ち
の
生
活
の
中
に
あ
っ
た
の
だ
。

町
の
シ
ン
ボ
ル
田
束
山
の
山
頂
か
ら
は

大
海
原
の
ま
た
違
っ
た
表
情
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

沖
の
彼
方
に
は
金
華
山
が
見
え
、

春
、
山
が
つ
つ
じ
の
紅
色
に
染
ま
り
活
気
あ
ふ
れ
る

季
節
を
迎
え
る
と
、
海
の
輝
き
も
よ
り
い
っ
そ
う
増
す
。

雄
大
に
し
て
繊
細
な
自
然
の
美
し
さ
を

目
に
す
る
た
び
、
そ
の
懐
の
深
さ
、
力
強
さ
に

心
を
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
？

こ
の
海
と
大
地
に
育
ま
れ
、
私
た
ち
は
歩
ん
で
き
た
。

そ
し
て
、
あ
た
た
か
な
心
の
ふ
れ
あ
い
を
重
ね
て
き
た
。

自
然
を
愛
し
、
伝
統
を
守
り
な
が
ら
、

培
っ
て
き
た
新
た
な
活
力
、
薫
り
高
い
文
化
。

い
つ
の
日
も
、
こ
ど
も
た
ち
の
は
じ
け
る
笑
顔
が

似
合
う
町
、
感
動
に
満
ち
た
町
で
あ
る
た
め
に
。

生
命
力
あ
ふ
れ
る
南
三
陸
の
海
を
泳
ぐ
よ
う
に
、

私
た
ち
は
日
々
感
動
し
な
が
ら
、
前
進
し
て
い
く
。

ふ
る
さ
と
歌
津
は
、
こ
れ
か
ら
も
輝
き
続
け
る
。

歌
津
町
民
憲
章

私
た
ち
歌
津
町
民
は
、

霊
峰
田
束
山
と
広
大
な
太
平
洋
に
理
想
を
求
め
、

う
る
お
い
の
あ
る
平
和
な
町
を
つ
く
る
た
め
、

こ
の
憲
章
を
定
め
ま
す
。

一
、
心
身
を
鍛
え
礼
儀
を
守
り

明
る
い
町
を
つ
く
り
ま
す
。

一
、
勤
労
を
尊
び
生
産
に
励
み

豊
か
な
町
を
造
り
ま
す
。

一
、
教
養
を
高
め
文
化
を
築
き

住
み
よ
い
町
を
つ
く
り
ま
す
。
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歌
津
町
は
、
宮
城
県
の
北
東
部
、
本
吉
郡
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
し
、
北
西
に
霊
峰
田
束
山
を
配
し
、

東
面
は
太
平
洋
に
臨
み
、
リ
ア
ス
式
海
岸
一
体
と
田
束
山
山
頂
部
は
、
南
三
陸
金
華
山
国
定
公
園
の
一

角
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
遥
か
太
古
の
昔
か
ら
、
海
、
山
、
大
地
の
恩
恵
を
受
け
継
い
で
、
有
史
以
来

一
つ
の
村
落
と
し
て
合
併
も
分
離
も
さ
れ
る
こ
と
な
く
開
拓
さ
れ
今
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

明
治
二
十
二
年
の
町
村
制
の
も
と
に
人
口
二
九
〇
四
名
、
五
〇
四
世
帯
の
農
、
漁
、
山
村
と
し
て
発

足
以
来
百
十
六
年
を
迎
え
、
更
に
昭
和
三
十
四
年
四
月
、
皇
太
子
殿
下
御
成
婚
時
に
町
制
を
施
行
し
四

十
六
年
と
な
り
ま
し
た
。
先
人
の
英
知
と
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
り
、
幾
多
の
困
難
と
試
練
を
乗
り
越
え

て
豊
か
な
風
土
、
多
様
な
文
化
を
育
み
な
が
ら
着
実
に
発
展
し
住
み
よ
い
町
を
築
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
の
ご
労
苦
を
思
う
と
き
、
感
激
ひ
と
し
お
の
思
い
が
胸
に
迫
り
ま
す
。

平
成
の
時
代
に
入
り
、
景
気
の
長
期
低
迷
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
、
更
に
は
行
財
政
の
効
率
化
と
地

方
分
権
を
目
指
し
た
市
町
村
合
併
気
運
の
厳
し
い
現
実
を
痛
感
し
、
将
来
と
も
に
持
続
的
な
住
民
の
幸

せ
を
思
い
、
行
政
面
、
生
活
面
、
産
業
面
で
の
つ
な
が
り
の
深
い
志
津
川
町
と
更
な
る
福
祉
の
向
上
や

行
政
の
効
率
的
運
営
を
目
指
し
て
、
来
る
十
月
一
日
に
合
併
し
、「
南
三
陸
町
」
が
誕
生
し
ま
す
。
合
併

の
協
議
が
始
ま
っ
て
以
来
、
議
員
各
位
を
は
じ
め
町
民
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
今
日
を
迎

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
の
合
併
に
よ
り
歌
津
町
と
し
て
の
幕
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、「
歌
津
」
が
無
く
な

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
も
地
域
の
皆
様
の
お
力
を
得
て
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ

く
り
を
更
に
進
め
て
い
く
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

新
町
の
将
来
像
は
、「
豊
か
な
自
然
、
集
う
人
々
、
や
す
ら
げ
る
ま
ち
、
そ
し
て
、
に
ぎ
わ
い
」
と
し
、

「
自
然
と
の
調
和
の
中
で
人
々
が
交
わ
り
、
魅
力
を
創
り
出
す
ま
ち
　
南
三
陸
町
」
を
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
、

新
町
建
設
計
画
の
具
現
化
に
努
め
る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
記
念
誌
は
、
閉
町
を
テ
ー
マ
に
歌
津
町
の
歩
み
を
、
次
代
を
担
う
人
々
に
伝
え
残
す
た
め
に
、

町
の
様
子
を
よ
り
広
く
ご
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。
懐
か
し
い
写
真
や
手
記
等
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

様
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
地
域
発
展
に
尽
力
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
方
々
、
歌
津
町
民
の
皆
様

方
に
対
し
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
、
皆
様
方
の
こ
れ
か
ら
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝
、
さ
ら
に
新
生
「
南
三

陸
町
」
の
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
閉
町
に
あ
た
っ
て
の
ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

歌
津
町
長
　
牧
野
　
駿

歌
津
町
は
、
明
治
二
十
二
年
四
月
市
町
村
制
が
施
行
さ
れ
歌
津
村
が
誕
生
、
以
来
一
一
六
年
間
に
わ

た
り
明
治
・
昭
和
の
大
合
併
が
推
し
進
め
ら
れ
な
が
ら
も
、
弛
ま
ぬ
努
力
と
研
鑽
に
励
み
自
立
の
道
を

選
択
し
、
数
々
の
歴
史
と
伝
統
を
築
い
て
今
日
に
至
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
に
入
り
、
国
は
地
方
分
権
社
会
の
推
進
、
少
子
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
、

国
・
地
方
の
厳
し
い
財
政
状
況
へ
の
対
応
、
さ
ら
に
は
、
多
様
化
・
高
度
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対

応
、
生
活
圏
の
広
域
化
へ
の
対
応
を
市
町
村
合
併
に
求
め
る
政
策
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に

よ
り
、
全
国
的
に
合
併
気
運
が
高
ま
り
、
平
成
十
八
年
三
月
末
に
は
現
在
の
三
、
二
三
二
市
町
村
か
ら

一
、
八
二
二
市
町
村
に
再
編
さ
れ
る
見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。
我
が
歌
津
町
も
志
津
川
町
と
の
合
併
が

平
成
十
七
年
十
月
一
日
に
決
ま
り
、
新
た
に
南
三
陸
町
が
誕
生
す
る
こ
と
と
な
り
、「
歌
津
」
一
一
六
年

の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

歌
津
町
を
閉
じ
る
こ
と
に
は
限
り
な
い
寂
し
さ
と
、
遣
る
瀬
無
い
思
い
が
い
た
し
ま
す
が
、
こ
れ
も

偏
に
町
民
福
祉
の
向
上
と
将
来
思
考
の
見
地
等
を
考
え
れ
ば
こ
そ
の
決
断
で
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
こ
れ
ま
で
歌
津
町
で
培
わ
れ
て
き
た
生
活
文
化
・
伝
統
を
生
か
し
な
が
ら
、
新
町
の
町
づ
く

り
に
対
し
て
今
後
と
も
こ
れ
ま
で
同
様
に
町
民
皆
様
方
の
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

結
び
に
、
町
民
皆
様
方
の
益
々
の
ご
健
勝
・
ご
多
幸
と
「
南
三
陸
町
」
の
均
衡
あ
る
ご
発
展
を
心
か

ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
閉
町
に
あ
た
っ
て
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

歌
津
町
議
会
議
長
　
阿
部
　
建
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①歌津大橋開通（昭和
47年10月）
②チリ地震津波伊里
前商店街（昭和35年
5月）
③気仙沼線全線開通
（昭和52年12月）
④平成の森野球場完
成、イースタンリ
ーグ巨人対大洋戦
（平成3年8月）
⑤⑥創作ミュージカ
ル（平成16年10月）

①⑤

②②②

③

④

⑥
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昭
和
41
年

３
月

上
沢
分
校
廃
止（
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
開
始
）

６
月

歌
津
町
商
工
会
設
立

12
月

伊
里
前
小
学
校
中
央
校
舎
増
築

昭
和
42
年

４
月

歌
津
町
交
通
指
導
隊
発
足

６
月

歌
津
町
文
化
財
保
護
条
例
制
定

昭
和
43
年

６
月

町
長
に
牧
野
興
次
氏
当
選

６
月

明
治
1
0
0
年
記
念
植
樹

10
月

歌
津
郵
便
局
局
舎
新
築

10
月

町
章
制
定

昭
和
44
年

３
月

林
道
小
屋
の
沢
線
開
通（
4，
6
1
2
ｍ
）

４
月

農
集
電
話
開
設（
8
3
4
戸
）

６
月

泊
漁
港
ニ
種
漁
港
に
昇
格

昭
和
45
年

３
月

港
分
校
廃
止

５
月

中
西
縫
製
㈱
創
業（
現
チ
ト
セ
ソ
ー
イ
ン
グ
㈱
）

６
月

全
町
有
線
放
送
開
設

９
月

ウ
タ
ツ
ギ
ョ
リ
ュ
ウ
化
石
発
見

10
月

国
勢
調
査
　
人
口
6，
4
5
5
人
　
　
世
帯
数
1，
1
8
5

世
帯

昭
和
46
年

４
月

田
束
山
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
開
設

５
月

児
童
手
当
支
給
業
務
開
始

７
月

上
水
道
事
業
に
着
手

８
月

保
原
水
産
名
足
工
場
創
業

10
月

田
束
山
経
塚
群
11
基
発
見

11
月

名
誉
町
民
に
阿
部
権
之
亟
翁
推
戴

昭
和
34
年

４
月

町
制
施
行（
総
理
府
告
示
第
90
号
）

初
代
町
長
阿
部
権
之
亟
氏

人
口
7，
3
9
4
人
　
　
世
帯
数
1，
0
0
5
世
帯

４
月

私
立
た
つ
が
ね
保
育
園
開
園

４
月

国
民
年
金
業
務
開
始

４
月

国
民
健
康
保
険
制
度
開
始

昭
和
35
年

３
月

歌
津
町
公
民
館
新
築

５
月

チ
リ
地
震
津
波
襲
来

６
月

町
長
に
阿
部
権
之
亟
氏
当
選

10
月

漁
港
整
備
事
業
開
始

10
月

国
勢
調
査
　
人
口
7，
0
5
2
人
　
　
世
帯
数
1，
0
8
0

世
帯

昭
和
36
年

11
月

名
足
小
学
校
校
舎
新
築

11
月

白
山
地
区
に
電
灯
設
置
（
無
電
灯
地
区
解
消
）

昭
和
37
年

４
月

全
住
民
検
診
開
始

昭
和
38
年

10
月

学
校
給
食
共
同
調
理
場
建
設（
小
・
中
学
校
完
全
給
食
開

始
）

昭
和
39
年

６
月

町
長
に
牧
野
興
次
氏
初
当
選

昭
和
40
年

４
月

歌
津
町
出
漁
会
結
成

６
月

吉
野
沢
に
ご
み
焼
却
場
落
成（
ご
み
収
集
業
務
開
始
）

７
月

伊
里
前
川
防
潮
水
門
完
成

10
月

国
勢
調
査
　
人
口
6，
6
6
3
人
　
　
世
帯
数
1，
1
1
7

世
帯

螢
袋歌

津
村
の
初
夏
は
、
山
背
が
吹
く
。

北
東
風
の
山
背
は
凶
作
の
原
因
。
霧
か

小
雨
も
一
緒
の
風
景
の
中
、
下
向
き
に

楚
々
と
咲
く
。

家
号
の
下
小
路
家
は
わ
が
家
の
北
隣

り
。
明
治
29
年
の
大
津
浪
で
高
台
に
。

わ
が
家
は
昭
和
８
年
の
津
浪
で
流
出
。

村
に
も
部
落
に
も
宿
命
的
な
要
素
は
ま

つ
わ
る
。
隣
り
の
、
朝
草
刈
り
の
馬
の

背
に
も
こ
の
花
は
あ
っ
た
。

私
は
津
浪
で
頭
と
足
に
大
怪
我
。
軍

医
の
「
砂
を
と
る
、
坊
主
に
し
ろ
」
の

声
に
泣
き
叫
ん
で
抵
抗
。
大
き
な
炉
の

中
に
流
れ
落
ち
て
の
命
拾
い
。

土
手
の
螢
袋
を
見
つ
け
、
麦
畑
の
中

を
行
く
と
、
ひ
ば
り
の
巣
の
卵
を
、
大

き
な
青
大
将
が
ね
ら
う
。
親
は
急
を
告

げ
、
地
表
近
く
を
、
は
げ
し
く
上
下
し

て
い
た
。
当
時
の
里
山
が
目
に
浮
ぶ
。

子
供
達
は
こ
の
花
を
梅
酢
に
漬
け
、
ふ

く
ら
ま
せ
て
遊
ぶ
。「
ア
ン
ブ
ク
レ
ン

コ
」
と
呼
ん
で
特
に
親
し
ん
だ
。

な
つ
か
し
い
故
郷
の
花
の
一
つ
で
あ

る
。

東京都中野区在住
（名足出身）

男澤 妙子さん

チリ地震津波襲来（昭和35年）

昭和31年頃の伊里前地区ウタツギョリュウ化石発見（昭和45年）

町制施行記念パレード（昭和34年） 役場落成式（昭和30年）

上沢分校とスクールバス（昭和41年）

田束山経塚群発見（昭和46年）

（1959～1971）

M
essage

あ
の
日
あ
の
時

昭
和
40
年
代
の
地
方
交
付
税
の
算
定

毎
年
全
国
各
都
道
府
県
毎
に
７
月
〜

８
月
頃
に
か
け
て
地
方
交
付
税
の
算
定

が
行
わ
れ
る
。

宮
城
県
に
於
て
も
地
方
課（
現
在
は

市
町
村
課
）よ
り
県
内
各
市
町
村
に
算

定
期
日
の
通
知
が
あ
り
全
市
町
村
か
ら

総
務
課
長
と
財
政
係
が
仙
台
に
出
張
す

る
。（
小
生
が
担
当
の
時
の
総
務
課
長

は
故
佐
藤
榮
太
郎
名
誉
町
民
で
あ
っ

た
）当

日
午
前
中
は
地
方
課
長
そ
し
て
財

務
係
長
よ
り
の
説
明
を
受
け
る
。
午
後

か
ら
県
内
全
市
町
村
の
担
当
者
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
会
場（
旅
館
）に
分
れ
て
算
定

に
入
る
が
、
先
ず
説
明
会
場
か
ら
算
定

会
場
ま
で
真
夏
の
暑
さ
の
中
を
資
料
を

持
っ
て
汗
び
っ
し
ょ
り
に
な
っ
て
歩
い

た
。（
説
明
会
場
が
算
定
会
場
か
ら
遠
い

場
合
は
大
変
だ
っ
た
）

計
算
は
殆
ん
ど
算
盤
を
使
用
し（
計

算
機
は
な
か
っ
た
）算
定
の
用
紙
に
記

入
し
て
い
く
、
検
算
を
済
ま
せ
た
町
村

か
ら
県
職
員
に
よ
る
検
収
が
始
ま
る
。

読
み
上
げ
が
早
い
の
で
珠
算
の
上
級
検

定
を
受
け
て
い
る
よ
う
な
気
持
で
張
り

つ
め
て
い
た
。
こ
ち
ら
で
答
え
を
告
げ

る
と
正
確
な
場
合
は
「
受
け
取
っ
た
り
」

と
な
る
、
こ
の
言
葉
を
聞
く
度
に
、
ほ

っ
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
吉
地
方
の
う
ち
津
山
町
を
除
く
４

町（
唐
桑
、
本
吉
、
歌
津
、
志
津
川
）の

宿
は
二
十
人
町
の
三
盛
館
だ
っ
た
。

（
現
在
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
不
明
）４

町
の
検
収
が
終
れ
ば
県
職
員（
２
名
位
）

を
招
待
し
て
の
夕
食
兼
慰
労
会
と
な

る
。
こ
の
思
い
出
は
終
生
忘
れ
ら
れ
な

い
。
そ
の
後
手
動
に

よ
る
計
算
機
が
発
売

さ
れ
計
算
事
務
は
か

な
り
楽
に
な
っ
た
が

計
算
機
が
重
く
説
明

会
場
か
ら
計
算
会
場

ま
で
移
動
す
る
の
に

大
変
だ
っ
た
記
憶
が

今
も
残
っ
て
い
る
。

（名足）

佐藤 直三さん
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６
月

町
営
歯
科
診
療
所
開
設

12
月

国
有
鉄
道
気
仙
沼
線
全
線
開
通（
現
J
R
気
仙
沼
線
）

12
月

名
足
保
育
園
園
舎
落
成

昭
和
53
年

４
月

町
営
バ
ス
運
行
開
始

５
月

第
１
回
田
束
山
つ
つ
じ
ま
つ
り（
歌
津
音
頭
発
表
）

６
月

無
線
放
送
開
始

６
月

吉
野
沢
に
宅
地
分
譲
団
地
造
成

６
月

上
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
医
院
開
業

６
月

歌
津
歯
科
診
療
所（
臼
井
医
師
）開
業

６
月

宮
城
県
沖
地
震
発
生

昭
和
54
年

１
月

歌
津
町
商
工
会
館
落
成

３
月

田
束
山
及
び
海
岸
線
国
定
公
園
指
定

３
月

住
民
税
電
算
導
入

６
月

町
制
施
行
20
周
年
祝
賀
実
施

11
月

青
年
団
コ
ー
ラ
ス
全
国
青
年
大
会
最
優
秀
賞
受
賞

11
月

名
誉
町
民
に
梶
原
良
雄
翁
推
戴

12
月

町
立
港
保
育
園
園
舎
落
成

昭
和
55
年

６
月

町
長
に
佐
藤
榮
太
郎
氏
当
選

10
月

国
勢
調
査
　
人
口
6，
1
5
6
人
　
　
世
帯
数
1，
2
7
1

世
帯

12
月

「
ク
リ
ス
マ
ス
低
気
圧
」
大
被
害（
被
害
額
４
億
円
）

昭
和
56
年

１
月

保
健
セ
ン
タ
ー
落
成

４
月

寄
木
・
泊
浜
・
馬
場
・
石
浜
地
区
畑
地
基
盤
整
備
事
業
実
施

４
月

学
校
給
食
共
同
調
理
場
吉
野
沢
に
移
転
新
築

９
月

集
中
豪
雨
伊
里
前
川
氾
濫
　
雨
量
2
9
5．
7
㎜

昭
和
57
年

４
月

家
政
学
院
廃
止

昭
和
47
年

４
月

学
校
給
食
パ
ン
加
工
民
間
委
託（
朝
日
堂
）

６
月

町
長
に
千
葉
雄
一
氏
当
選

９
月

歌
津
中
学
校
校
舎
落
成

10
月

歌
津
大
橋
開
通

10
月

志
津
川
消
防
署
歌
津
出
張
所
開
設

昭
和
48
年

３
月

町
道
泊
崎
半
島
線
県
道
に
昇
格

昭
和
49
年

２
月

伊
里
前
・
名
足
小
学
校
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
埋
設（
開
校
百

年
記
念
）

７
月

上
水
道
事
業
完
成

10
月

伊
里
前
小
学
校
屋
体
・
プ
ー
ル
落
成

昭
和
50
年

９
月

ウ
タ
ツ
ギ
ョ
リ
ュ
ウ
化
石
、
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定

10
月

国
勢
調
査
　
人
口
6，
2
6
7
人
　
　
世
帯
数
1，
2
3
5

世
帯

昭
和
51
年

２
月

名
足
小
学
校
屋
体
落
成

３
月

町
民
憲
章
制
定

６
月

町
長
に
佐
藤
榮
太
郎
氏
初
当
選

８
月

名
足
小
学
校
プ
ー
ル
完
成

９
月

町
道
払
川
線
県
道
に
昇
格

９
月

全
町
ダ
イ
ヤ
ル
式
電
話
化

昭
和
52
年

２
月

町
花（
つ
つ
じ
）、
町
木（
ま
つ
）、
町
鳥（
か
も
め
）制
定

４
月

国
土
調
査
事
業
開
始

４
月

町
史
編
纂
に
着
手

４
月

田
束
山
経
塚
群
、
県
の
史
跡
に
指
定

４
月

伊
里
前
保
育
所
、
泊
、
港
保
育
園
が
町
立
に
な
る

学校給食パン加工民間委託（昭和47年）
ウタツギョリュウ化石国の天然記念物に
指定（昭和50年）

歌津大橋開通（昭和47年）

町営バス運行開始（昭和53年）

吉野沢に宅地分譲団地造成（昭和53年）

第1回田束山つつじまつり（昭和53年）

青年団コーラス最優秀賞受賞（昭和54年）

集中豪雨伊里前川氾濫（昭和56年）

保健センター落成（昭和56年）

国有鉄道気仙沼線全線開通
（昭和52年）

追
想
　
役
場
今
昔

南
三
陸
町
の
誕
生
は
時
代
の
要
請
と

は
い
え
「
歌
津
町
」
と
言
う
名
が
消
滅

す
る
こ
と
に
万
感
胸
に
迫
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。
今
閉
町
に
当
り
役
場
の
過
去

を
振
り
返
る
と
奉
職
し
た
の
が
昭
和
16

年
９
月
26
日「
歌
津
村
給
仕
を
命
ず
る
。

日
給
60
銭
を
給
す
る
」
勿
論
無
試
験
採

用
で
し
た
。
電
話
も
村
内
に
５
台
位
で

役
場
の
機
構
も
庶
務
と
財
務
に
わ
か

れ
、
職
員
数
は
約
15
人
位
で
し
た
。
歴

代
の
任
命
権
者
は
小
沢
文
隆
氏
、
阿
部

権
之
亟
氏
、
千
葉
茂
一
氏
、
牧
野
興
次

氏
、
千
葉
雄
一
氏
、
佐
藤
榮
太
郎
氏
の

６
人
に
仕
え
昭
和
57
年
10
月
定
年
退
職

ま
で
38
年
お
世
話
に
な
り
、
こ
の
間
思

い
出
深
い
も
の
は
戦
中
召
集
令
状
や
戦

死
の
公
報
を
届
け
に
行
っ
て
家
族
に
泣

か
れ
た
こ
と
は
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て

い
ま
す
。
戦
後
は
物
資
の
配
給
、
農
繁

託
児
所
の
開
設
、
滞
納
整
理
で
毎
日
外

勤
。
社
協
の
法
人
格
取
得
、
保
育
所
の

開
設
、
明
治
昭
和
の
津
波
犠
牲
者
施
餓

鬼
の
実
施
、
自
衛
隊
に
よ
る
名
小
校
庭

拡
張
工
事
等
の
係
を
担
当
。
又
上
下
水

道
の
新
設
と
気
仙
沼
線
開
通
祝
賀
行
事

の
計
画
、
そ
し
て
一
番
列
車
到
着
の
感

激
は
終
生
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
で

す
。

志
津
川
町
在
住
（
伊
里
前
下
出
身
）

及
川

菊
雄
さ
ん

（1972～1981）

私
が
通
っ
た
上
沢
分
校

昭
和
か
ら
平
成
と
瞬
く
間
に
過
ぎ
70

余
年
、
激
動
の
時
代
で
あ
る
。
歌
津
に

生
ま
れ
、
歌
津
で
生
活
し
、
今
振
り
返

っ
て
見
て
一
番
の
思
い
出
は
、
幼
い
頃

の
上
沢
分
校
で
の
生
活
だ
。

「
先
生
が
お
い
で
に
な
り
ま
し
た
。」

歩
い
て
く
る
先
生
の
お
姿
を
見
つ
け
る

と
誰
か
が
知
ら
せ
る
。
子
供
達
は
遊
び

を
や
め
門
の
両
側
に
２
列
に
並
ん
で
待

つ
、「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
こ
れ

が
上
沢
分
校
の
１
日
の
始
ま
り
だ
。
１

年
生
か
ら
４
年
生
ま
で
の
複
式
学
級
、

し
か
も
大
人
数
で
あ
る
。
そ
こ
で
勉
強

し
た
日
々
が
今
で
も
鮮
明
に
思
い
出
さ

れ
る
。

江
島
先
生
と
い
う
男
先
生
で
、
伊
里

前
か
ら
歩
い
て
通
わ
れ
た
。
私
の
兄
弟

11
人
み
ん
な
先
生
に
教
わ
っ
た
。
先
生

は
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
生
か
し
た
教

育
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
勉
強
は
勿
論

の
こ
と
、
こ
こ
で
の
自
然
学
習
は
今
で

も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

川
で
の
魚
と
り
、
天
神
山
で
の
遊
び
、

小
さ
な
庭
で
は
思
い
っ
き
り
遊
ん
だ
。

庭
に
は
枝
の
巻
か
れ
た
紅
葉
の
木
が
あ

り
優
し
く
日
影
を
作
っ
て
く
れ
た
。

こ
の
分
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
誇
り
に

思
っ
て
い
る
。

（伊里前上）

佐藤 たかしさん

M
essage

あ
の
日
あ
の
時
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平
成
元
年

３
月

Ｊ
Ｒ
気
仙
沼
線
快
速
「
南
三
陸
号
」
歌
津
駅
に
停
車
開
始

４
月

開
村
1
0
0
年
、
町
制
施
行
30
周
年
を
迎
え
る

９
月

郡
内
初
「
中
学
生
た
つ
が
ね
駅
伝
競
走
大
会
」
本
町
の
コ

ー
ス
で
開
催

平
成
２
年

２
月

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
落
成

５
月

平
成
の
森
林
間
広
場
完
成

７
月

第
１
回
く
ろ
し
お
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催

８
月

初
の
外
国
人
英
語
指
導
助
手
「
カ
ウ
カ
ス
・
Ｊ
・
リ
ー
先
生
」

着
任

10
月

国
勢
調
査
　
人
口
6，
0
5
6
人
　
　
世
帯
数
1，
3
6
8

世
帯

11
月

水
産
振
興
セ
ン
タ
ー
・
魚
竜
館
落
成

12
月

ふ
る
さ
と
創
生
大
学
第
１
期
生
開
校

平
成
３
年

４
月

名
足
小
学
校
「
全
日
本
学
校
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル
」
特
選
入

賞

８
月

平
成
の
森
野
球
場
完
成
、
イ
ー
ス
タ
ン
リ
ー
グ
巨
人
対

大
洋
戦

平
成
４
年

４
月

歌
津
中
学
校
特
別
教
室
完
成
、
パ
ソ
コ
ン
20
台
設
置

４
月

精
神
障
害
者
小
規
模
作
業
所
開
設

５
月

県
内
初
、
ナ
イ
タ
ー
野
球
リ
ー
グ
戦
開
幕

６
月

町
長
に
牧
野
駿
氏
初
当
選

６
月

鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
平
成
の
森
で
合
宿

８
月

第
１
回
歌
津
恋
来
い
浜
ま
つ
り
開
催

平
成
５
年

２
月

町
社
協
、
入
浴
車
に
よ
る
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
開
始

３
月

町
特
産
品
い
ち
じ
く
ワ
イ
ン
「
楽
園
の
し
ず
く
」
誕
生

３
月

仲
人
等
奨
励
金
贈
呈
制
度
開
始

６
月

町
内
二
農
協
合
併
、
歌
津
町
農
業
協
同
組
合
誕
生

９
月

歌
津
町
民
俗
資
料
館
オ
ー
プ
ン

９
月

宮
方
地
区
水
田
基
盤
整
備
事
業
実
施

昭
和
58
年

２
月

農
業
共
済
組
合
が
合
併
、
気
仙
沼
本
吉
地
方
農
業
共
済

組
合
誕
生

昭
和
59
年

６
月

町
長
に
佐
藤
榮
太
郎
氏
当
選

昭
和
60
年

10
月

町
体
育
協
会
文
部
大
臣
賞
受
賞

10
月

国
勢
調
査
　
人
口
6，
1
5
2
人
　
　
世
帯
数
1，
3
4
6

世
帯

昭
和
61
年

３
月

町
史
発
刊

８
月

8
／
5
豪
雨
　
雨
量
3
4
2．
6
㎜

（
被
害
額
１
億
９
千
万
円
）

昭
和
62
年

４
月

払
川
ダ
ム
建
設
予
備
調
査
開
始

５
月

満
海
上
人
4
0
0
年
祭

５
月

歌
津
町
議
会
議
員
定
数
を
16
人
に
改
正

昭
和
63
年

６
月

町
長
に
佐
藤
榮
太
郎
氏
当
選

６
月

町
営
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
造
成
工
事

６
月

田
束
山
生
活
環
境
保
全
林
整
備
事
業
開
始

６
月

歌
津
・
志
津
川
両
町
森
林
組
合
が
合
併
、
志
津
川
歌
津

森
林
組
合
誕
生

６
月

小
屋
の
沢
林
道
拡
幅
改
良
工
事
開
始

昭
和
64
年

１
月

天
皇
陛
下
崩
御
、
年
号
が
「
平
成
」
に
な
る

8月5日豪雨　被害額1億9千万円（昭和61年）

満海上人400年祭（昭和62年）

平成の森野球場完成イースタンリーグ巨人×大洋戦（平成3年）

歌津中学校特別教室完成、パソコン20台設置（平成4年） 水産振興センター・魚竜館落成（平成2年）

老人福祉センター、ディ・サービスセンター落成（平成2年） 名足小昔のあそび時間（昭和61年）

第20回町民運動会（昭和60年）

町特産品いちじくワイン「楽園のしずく」誕生（平成5年）

（1982～1993）

鉄
道
の
な
い
町

45
年
も
前
の
話
で
す
。
大
蔵
本
省

（
現
財
務
本
省
）に
赴
任
し
た
と
き
、
先

輩
の
「
歌
津
っ
て
ど
こ
、
国
鉄
の
最
寄

の
駅
は
」
の
問
い
。「
石
巻
と
石
越
で

す
」
の
答
え
、「
何
キ
ロ
あ
る
？
　
そ

ん
な
に
遠
い
と
こ
ろ
は
最
寄
の
駅
と
は

言
わ
な
い
よ
、
鉄
道
の
な
い
田
舎
の
出

か
」
と
。
こ
の
質
問
、
悔
し
さ
を
バ
ネ

に
仕
事
と
勉
強
に
取
り
組
め
る
か
ど
う

か
、
根
性
の
テ
ス
ト
だ
っ
た
ら
し
い
。

そ
の
と
き
肝
に
銘
じ
た
も
の
が
２

つ
。
１
つ
は
鉄
道
は
な
い
が
自
分
に
は

素
晴
ら
し
い
故
郷
が
あ
る
こ
と
、
２
つ

は
東
京
に
出
た
ん
だ
、
若
い
う
ち
に
勉

強
し
幅
広
い
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と

が
何
よ
り
の
武
器
に
な
る
こ
と
だ
と
。

昭
和
52
年
12
月
11
日
、
め
で
た
く
気

仙
沼
線
は
全
線
開
通
し
ま
し
た
。
私
の

な
か
で
は
、
歌
津
町
が
全
国
に
認
め
ら

れ
た
最
初
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

私
の
な
か
の
故
郷
は
、
泊
浜
か
ら
眺

め
た
万
物
の
母
で
あ
る
大
海
原
と
、
歌

津
の
里
を
抱
擁
す
る
田
束
山
の
雄
姿
と

が
展
開
す
る
大

パ
ノ
ラ
マ
で

す
。
こ
れ
が
、

私
の
勇
気
の
源

泉
で
あ
る
こ
と

に
深
く
感
謝

し
、
最
近
は

「
ふ
る
さ
と
は

歳
を
重
ね
て

近
く
な
り
」
の

心
境
で
も
あ
り

ま
す
。

茨城県つくば市在住
（泊浜出身）

三浦 冨彦さん

私
の
生
ま
れ
た
頃
は
歌
津
村
で
し

た
。
１
年
生
の
頃
は
太
平
洋
戦
争
が
始

ま
っ
た
年
で
、
５
年
生
の
８
月
15
日
終

戦
と
な
り
先
生
と
共
に
悔
し
さ
の
あ
ま

り
涙
を
流
し
ま
し
た
。
20
才
位
ま
で
の

歌
津
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
１
番
目
は

海
岸
等
が
い
つ
も
清
ら
か
で
あ
っ
た

事
、
２
番
目
に
は
毛
ガ
ニ
、
真
タ
コ
、

海
藻
類
等
天
然
の
魚
介
類
が
沢
山
取

れ
、
そ
の
お
陰
で
佐
沼
方
面
に
海
の
幸

を
持
参
し
て
米
と
交
換
し
て
帰
り
、
家

族
を
養
っ
て
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま

す
。
海
の
恵
を
受
け
な
が
ら
生
活
し
て

い
る
と
自
然
と
各
家
庭
も
豊
か
に
な
っ

て
、
衣
食
住
も
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

昭
和
30
年
代
に
な
り
北
洋
で
サ
ケ
鱒
の

漁
に
出
る
様
に
な
り
、
３
ヶ
月
の
操
業

で
各
船
大
漁
で
寄
港
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
サ
ン
マ
漁
や
鮪
漁

に
出
漁
し
て
所
得
を
得
、
各
自
が
豊
か

に
な
っ
た
様
で
し
た
が
、
良
い
生
活
も

何
年
も
続
か
ず
北
洋
母
船
式
も
年
ご
と

に
減
船
が
続
き
、
中
部
船
の
み
と
な
り
、

働
き
盛
り
の
若
者
が
働
く
会
社
も
な

く
、
長
男
に
は
お
嫁
さ
ん
は
な
く
て
、

親
様
も
毎
日
の
よ
う
に
頭
痛
に
な
る
ば

か
り
と
の
話
も
耳
に
し
ま
し
た
。

以
前
の
よ
う
に
地
域
の
海
で
生
物
が

多
く
採
取
出
来
る
様
、
一
人
ひ
と
り
が

自
覚
し
て
生
命
を
育
ん
で
く
れ
る
大
切

な
海
を
守
り
、
沿
岸
漁
業
で
生
活
を
営

ん
で
行
く
様
に
な
れ
ば
若
者
も
漁
に
専

念
で
き
る
し
、
お
嫁
さ
ん
も
昔
の
様
に

簡
単
に
迎
え
ら
れ
る
様
に
な
る
か
も
。

歌
津
村
か
ら
町
に
な
る
頃
を
現
在
で
も

私
と
し
て
は
頭
か
ら
離
れ
な
い
良
い
思

い
で
と
し
、
そ
し
て
南
三
陸
町
に
な
っ

て
も
自
然
を
愛
し
山
海
を
大
切
に
生
活

を
営
ん
で
生
き
た
い
。

（韮の浜）

阿部 文夫さん

M
essage

あ
の
日
あ
の
時
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４
月

小
学
生
創
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
第
２
回
ふ
る
さ
と
イ
ベ
ン

ト
大
賞
」
自
治
大
臣
か
ら
受
賞

４
月

歌
津
町
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設

５
月

カ
ナ
ダ
か
ら
魚
竜
化
石「
シ
ャ
ス
タ
ザ
ウ
ル
ス
」（
レ
プ
リ

カ
）寄
贈

７
月

第
10
回
記
念
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
平
成
の
森
で
開
催

平
成
11
年

1
月

ゴ
ミ
の
分
別
収
集
開
始

４
月

町
制
施
行
40
周
年
を
迎
え
、
名
誉
町
民
顕
彰
式
・
記
念

式
典
同
時
開
催

４
月

名
誉
町
民
に
畠
山
郁
朗
翁
・
佐
藤
榮
太
郎
翁
の
両
氏
推
戴

４
月

歌
津
町
漁
業
協
同
組
合
女
性
部
発
足

４
月

歌
津
町
健
康
づ
く
り
計
画
策
定

５
月

ド
イ
ツ
、
ホ
ル
ツ
マ
ー
デ
ン
よ
り
魚
竜
化
石（
１
億
８
千

万
年
前
）魚
竜
館
に
納
入
さ
れ
る

５
月

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
希
望
が
丘
」
オ
ー
プ
ン

７
月

「
世
界（
５
ヶ
国
）の
魚
竜
化
石
」
特
別
展
示

７
月

石
泉
地
区
に
活
性
化
セ
ン
タ
ー
「
い
ず
み
」
オ
ー
プ
ン

８
月

町
制
施
行
40
周
年
記
念

８
月

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
夏
期
巡
回
「
ラ
ジ
オ
体
操
会
」
開
催

９
月

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
2
0
0
0
日
達
成

10
月

山
形
県
立
川
町
と
友
好
町
締
結

10
月

第
７
回
中
学
生
国
外
交
流
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
両
国
訪
問

11
月

イ
タ
リ
ア
共
和
国
ベ
ザ
ー
ノ
町
と
国
際
友
好
都
市
盟
約

締
結
（
ベ
ザ
ー
ノ
町
長
以
下
30
名
来
町
）

11
月

国
際
魚
竜
サ
ミ
ッ
ト
「
魚
竜
化
石
と
自
然
史
博
物
館
」
開

催

11
月

広
域
農
道
歌
津
工
区
開
通
式

平
成
12
年

１
月

津
龍
院
で
「
龍
の
爪
」
12
年
ぶ
り
に
公
開

１
月

歌
津
中
学
校
創
立
50
周
年
を
迎
え
る

２
月

歌
津
町
漁
業
協
同
組
合
新
事
務
所
並
び
に
漁
業
活
性
化

推
進
施
設
完
成

11
月

歌
津
中
学
校
屋
内
体
育
館
並
び
に
柔
剣
道
場
落
成

11
月

宮
城
の
創
作
郷
土
芸
能
「
歌
津
龍
の
舞
」
ド
イ
ツ
で
公
演

11
月

第
１
回
中
学
生
国
外
交
流
、ド
イ
ツ
訪
問

平
成
６
年

３
月

伊
里
前
漁
港
２
種
漁
港
に
昇
格

４
月

少
子
化
対
策
「
ほ
の
ぼ
の
養
育
奨
励
金
」
制
度
開
始

９
月

浅
野
史
郎
宮
城
県
知
事
「
知
事
さ
ん
あ
の
ね
…
」
本
町
で

開
催

11
月

小
学
生
創
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
T
A
T
S
U
G
A
N
E
の
詩
」

「
潮
騒
の
ロ
ン
ド
」
初
公
演

平
成
７
年

４
月

町
社
協
、
在
宅
老
人
に
夕
食
宅
配
サ
ー
ビ
ス
開
始

５
月

平
成
の
森
長
期
滞
在
施
設
及
び
ア
リ
ー
ナ
落
成

７
月

「
広
報
う
た
つ
」
2
0
0
号
記
念
中
学
生
議
会
開
催

10
月

国
勢
調
査
　
人
口
5，
7
7
5
人
　
　
世
帯
数
1，
3
7
5

世
帯

11
月

伊
里
前
保
育
所
移
転
新
築
落
成

12
月

志
津
川
消
防
署
歌
津
出
張
所
に
救
急
車
配
置

平
成
８
年

４
月

町
内
二
漁
協
合
併
、
歌
津
町
漁
業
協
同
組
合
誕
生

６
月

町
長
に
牧
野
駿
氏
当
選

９
月

本
吉
郡
中
学
校
駅
伝
競
走
大
会
で
歌
津
中
学
校
初
の
男

女
優
勝

10
月

名
足
小
学
校
校
舎
新
築
落
成

平
成
９
年

４
月

ご
み
収
集
に
指
定
袋
制
導
入

８
月

Ｊ
Ｒ
歌
津
駅
、
乗
車
券
・
特
急
券
・
指
定
券
等
Ｊ
Ｒ
線
全

切
符
発
売
開
始

12
月

Ｊ
Ｒ
気
仙
沼
線
全
線
開
通
20
周
年
迎
え
る

平
成
10
年

３
月

町
道
白
松
線
拡
幅
改
良
工
事
完
成

本吉郡中学校駅伝競走大会で歌津中
学校初の男女優勝（平成8年） 伊里前保育所落成（平成7年）

名足小学校校舎新築落成（平成8年）名足小学校新校舎落成（平成8年）

名足小学校旧校舎

町道白松線拡幅改良工事完成（平成10年）

歌津町在宅介護支援センター開設
（平成10年）

第2回ふるさとイベント大賞受賞
（平成10年）

第10回記念東北ブロック・グラウンドゴルフ大会平
成の森で開催（平成10年）

イタリア共和国ベザーノ町国際友好都市締結（平成11年）

グループホーム「希望が丘」オープン（平成11年）

NHKラジオ夏期巡回「ラジオ体操会」開催（平成11年）

立川町友好町締結（平成11年）広域農道歌津工区開通式（平成11年）

思
い
出

霊
峰
田
束
山
を
背
に
リ
ア
ス
式
の
海

に
面
し
た
、
風
光
明
媚
な
豊
か
な
自
然

に
恵
ま
れ
た
素
晴
し
い
町
に
生
ま
れ
育

ち
農
林
業
を
営
み
な
が
ら
、
59
年
間
お

世
話
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

昭
和
34
年
町
政
施
行
以
来
46
年
余

り
、
海
山
大
地
の
恵
み
を
頂
き
な
が
ら

単
独
町
村
と
し
て
き
め
細
か
な
住
民
サ

ー
ビ
ス
が
出
来
人
々
の
生
活
も
人
情
み

が
あ
り
、
活
力
に
満
ち
た
素
晴
ら
し
い

町
だ
と
思
う
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
環

境
の
中
私
も
様
々
な
思
い
出
や
体
験
を

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
特
に
青
春
時
代

青
年
団
活
動
、
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
、
青
少
年

ク
ラ
ブ
等
で
多
く
の
友
や
仲
間
同
志
で

ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
演
劇
、
盆
踊
り
大
会

に
参
加
を
し
青
春
時
代
を
楽
し
ん
だ
事

を
思
い
出
し
ま
す
。
又
町
民
運
動
会
、

部
落
対
抗
野
球
大
会
な
ど
１
区
の
区
長

さ
ん
と
共
に
体
育
推
進
員
と
し
て
選
手

の
選
考
を
お
願
い
に
苦
労
し
な
が
ら
も

優
勝
出
来
て
喜
び
合
っ
た
事
も
思
い
出

し
ま
す
。
私
も
来
年
還
暦
を
迎
え
ま
す

が
歌
津
町
も
46
年
余
り
の
歴
史
と
文
化

を
残
し
10
月
１
日
南
三
陸
町
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

両
町
と
も
同
じ
様

な
産
業
形
態
で
す

の
で
お
互
い
の
メ

リ
ッ
ト
を
生
か
し

合
併
し
て
良
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
町

に
な
る
こ
と
を
願

う
も
の
で
す
。

（中在）

千葉 享さん

（1994～2000）

「
み
な
と
分
校
な
か
ま
」へ
の
手
紙

拝
啓
　
港
分
校
同
窓
生
に
お
か
れ
ま

し
て
は
皆
様
、ご
健
勝
に
て
お
過
ご
し

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
か
ら
孫
ま
で
、
３
代

に
わ
た
り
学
び
遊
ん
だ
地
元
在
住
の
分

校
仲
間
も
し
っ
か
り
と
ふ
る
さ
と
で
頑

張
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
安
心
下
さ
い
。

今
度
、
市
町
村
合
併
で
、
我
が
歌
津

町
と
隣
の
志
津
川
町
が
合
併
し
、
こ
の

10
月
１
日
に
「
南
三
陸
町
」
と
し
て
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
は
、
分
校
仲
間
と
し
て
、
愛

郷
の
地
「
港
」
を
あ
と
に
し
て
何
年
が

経
ち
ま
す
か
。
私
た
ち
の
心
の
ふ
る
さ

と
「
港
分
校
」
は
、
歌
津
町
史
に
よ
る

と
、
遠
く
は
明
治
20
年
に
設
置
さ
れ
、

時
代
の
変
遷
を
経
て
昭
和
45
年
３
月
を

以
て
廃
校
に
な
る
ま
で
実
に
80
年
余
の

長
き
に
わ
た
り
港
地
区
の
生
活
、
文
化

の
拠
点
と
し
て
歴
史
を
刻
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
、
昭
和
52
年
の
鉄
道
の
開
通
、

粉
塵
を
上
げ
て
い
た
で
こ
ぼ
こ
国
道
の

整
備
の
中
で
分
断
さ
れ
、
今
は
港
海
苔

店
の
工
場
と
し
て
、
ス
レ
ー
ト
葺
き
の

校
舎
の
一
部
に
面
影
を
と
ど
め
る
だ
け

と
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
の
思
い
出
の
い
っ
ぱ
い
詰
ま

っ
た
学
舎
が
消
え
た
こ
と
は
残
念
で
す

が
、
交
通
網
の
発
達
に
よ
り
港
地
区
は

昔
の
面
影
を
と
ど
め
な
い
ほ
ど
変
わ

り
、
大
き
く
発
展
し
、
皆
さ
ん
元
気
で

楽
し
く
過
ご
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
安

心
下
さ
い
。

分
校
の
上
に
あ
っ
た
小
高
い
森
の
中

か
ら
私
た
ち
を
温
か
く
見
守
っ
て
く
れ

て
い
た
、
久
須
志
神
社
は
時
代
の
移
り

変
わ
り
を
見
守
り
な
が
ら
、
今
も
、
皆

さ
ん
や
、
港
地
区
民
の
安
寧
を
願
い
静

か
に
佇
ん
で
い
ま
す
。

い
つ
の
時
代
も
「
港
分
校
」
は
地
区

民
の
心
の
拠
り
所
で
あ
り
、「
記
念
館
」

と
い
っ
た
震
災
記
念
館
で
の
青
年
団
の

主
催
す
る
村
祭
り
や
、
芝
居
映
画
鑑
賞

な
ど
、
娯
楽
の
少
な
か
っ
た
時
代
の
み

ん
な
の
楽
し
み
の
場
で
し
た
ね
。

「
朝
読
み
会（
あ
さ
よ
み
会
）」
と
い

っ
て
夏
休
み
に
な
る
と
、
早
朝
に
分
校

に
あ
つ
ま
り
、
先
輩
が
小
さ
い
子
を
面

倒
見
な
が
ら
勉
強
さ
せ
る
、
集
ま
り
が

あ
り
ま
し
た
ね
。

み
ん
な
の
思
い
出
を
大
切
に
し
、
皆

さ
ん
の
心
の
ふ
る
さ
と
「
港
分
校
」
に

共
に
学
ん
だ
仲
間
と
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
温
か
く
見
守
り
、
応
援
し
て
く
だ
さ

い
。
新
町
に
な
っ
て
も
、「
ふ
る
さ
と
、

港
」
は
い
つ
ま
で
も
皆
さ
ん
を
忘
れ
ま

せ
ん
。

敬
具 （港）

高橋 正さん

M
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あ
の
日
あ
の
時
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平
成
15
年

１
月

馬
場
・
中
山
・
名
足
漁
港
が
合
併
し
「
ば
な
な
漁
港
」

に
名
称
変
更

３
月

「
市
町
村
合
併
に
関
す
る
本
吉
郡
南
部
自
治
体
研
究
会
」

へ
参
画

４
月

連
携
型
中
高
一
貫
教
育
開
始

６
月

「
志
津
川
町
・
歌
津
町
合
併
協
議
会
設
立
準
備
会
」
設

置

８
月

「
志
津
川
町
・
歌
津
町
合
併
協
議
会
」
設
置

12
月

「
広
報
う
た
つ
」
３
０
０
号
発
刊

平
成
16
年

１
月

志
津
川
町
と
の
合
併
後
の
新
町
の
名
称
が
「
南
三
陸
町
」

に
決
定

５
月

町
長
に
牧
野
駿
氏
当
選

11
月

ア
ワ
ビ
稚
貝
の
標
識
放
流
開
始

平
成
17
年

１
月

志
津
川
町
と
合
併
協
定
調
印

２
月

合
併
に
関
す
る
「
廃
置
分
合
」
関
連
4
議
案
が
歌
津

町
・
志
津
川
町
議
会
に
お
い
て
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ

宮
城
県
知
事
へ
合
併
申
請

２
月

戸
籍
事
務
の
電
算
化
運
用
開
始

３
月

歌
津
中
学
校
校
舎
大
規
模
改
修（
耐
震
化
）事
業
完
成

３
月

宮
城
県
知
事
よ
り
廃
置
分
合
決
定
書
交
付

３
月

Ｊ
Ｒ
歌
津
駅
乗
車
券
発
売
所
完
成

４
月

歌
津
町
商
工
会
が
志
津
川
町
商
工
会
と
合
併
し
「
南
三

陸
商
工
会
」
誕
生

４
月

町
の
廃
置
分
合
に
つ
い
て
総
務
大
臣
よ
り
官
報
に
て
告

示（
総
務
省
告
示
第
4
4
2
号
）

９
月

歌
津
町
閉
町
記
念
式
典
開
催

３
月

高
区
地
区
簡
易
水
道
完
成

３
月

老
人
保
健
施
設
「
つ
つ
じ
苑
」
完
成

３
月

志
津
川
消
防
署
歌
津
出
張
所
移
転
新
庁
舎
完
成

４
月

介
護
保
険
制
度
開
始

５
月

町
長
に
牧
野
駿
氏
当
選

６
月

イ
タ
リ
ア
共
和
国
べ
ザ
ー
ノ
町
長
と
国
際
電
話
対
談
実

施

７
月

平
成
の
森
を
会
場
に
第
41
回
宮
城
県
消
防
操
法
大
会
開

催

10
月

歌
津
町
ポ
イ
捨
て
禁
止
及
び
環
境
美
化
を
推
進
す
る
条

例
施
行

10
月

国
勢
調
査
　
人
口
５，
６
４
２
人
　
　
世
帯
数
１，
３
９
２

世
帯

平
成
13
年

２
月

伊
里
前
小
学
校
校
舎
新
築
落
成

３
月

イ
タ
リ
ア
共
和
国
べ
ザ
ー
ノ
町
公
式
訪
問（
15
名
）

５
月

「
う
た
つ
山
海
市
」
開
所

９
月

第
56
回
み
や
ぎ
国
体
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
競
技（
デ
モ

ス
ポ
行
事
）開
催

10
月

み
や
ぎ
国
体
大
会
旗
・
炬
火
リ
レ
ー
開
催

10
月

み
や
ぎ
国
体
成
年
女
子
９
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
開

催（
志
津
川
町
・
津
山
町
と
合
同
開
催
）

12
月

本
吉
町
と
の
行
政
界
確
定
協
定
締
結
調
印

平
成
14
年

３
月

伊
里
前
地
区
公
共
下
水
道
事
業
「
歌
津
浄
化
セ
ン
タ
ー
」

完
成
し
一
部
地
域
で
供
用
開
始

３
月

私
立
た
つ
が
ね
保
育
園
閉
園

３
月

歌
津
町
出
稼
者
連
絡
協
議
会
解
散

３
月

役
場
改
築
工
事
完
成

６
月

イ
タ
リ
ア
共
和
国
ロ
ー
マ
県
評
議
員
来
町

９
月

ワ
モ
ン
ア
ザ
ラ
シ
「
ウ
タ
ち
ゃ
ん
」
が
伊
里
前
川
に
来

遊
、
全
国
か
ら
マ
ス
コ
ミ
、
見
物
客
が
多
数
来
町

10
月

「
ウ
タ
ち
ゃ
ん
」
来
遊
記
念
「
ア
ザ
ラ
シ
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
開
催

平成の森を会場に第41回宮城県消防操法大会開催
（平成12年）みやぎ国体旗・炬火リレー開催（平成13年）みやぎ国体成年女子9人制バレーボール競技開催（平成13年）

イタリア共和国ベザーノ町公式訪問
（平成13年）本吉町との行政界確定協定締結調印（平成13年）伊里前小学校校舎落成（平成13年）

伊里前小学校旧校舎

ワモンアザラシ「ウタちゃん」が伊里前川に来遊、全国
からマスコミ、見物客が多数来町（平成14年）

歌津浄化センター完成（平成14年）

志津川町と合併協定調印（平成17年）

アワビ稚貝の標識放流開始（平成16年）JR歌津駅乗車券発売所完成（平成17年）

青
森
の
短
大
を
卒
業
し
、
社
会
人
と

し
て
の
第
一
歩
を
私
は
、
昭
和
62
年
４

月
、
歌
津
町
立
伊
里
前
保
育
所
の
臨
時

保
母
と
し
て
踏
み
出
し
ま
し
た
。

そ
の
当
時
、
伊
里
前
保
育
所
は
、
歌

津
町
伊
里
前
１
０
０
番
地
に
あ
り
、
見

上
げ
れ
ば
小
学
校
、
中
学
校
と
続
く
学

校
坂
の
真
下
に
建
っ
て
お
り
ま
し
た
。

私
が
お
世
話
に
な
っ
た
2
年
の
中

で
、
最
も
印
象
深
か
っ
た
出
来
事
は
、

昭
和
天
皇
の
御
崩
御
で
す
。

弔
旗
半
旗
を
挙
げ
歌
舞
音
曲
を
慎
み

な
が
ら
の
保
育
は
、
と
て
も
珍
し
く
不

謹
慎
な
が
ら
興
味
深
い
出
来
事
で
あ
っ

た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

喪
が
明
け
て
「
平
成
」
と
年
号
が
公

布
さ
れ
る
と
何
故
か
そ
れ
ま
で
の
葬
送

の
雰
囲
気
が
払
拭
さ
れ
、
新
た
な
時
代

の
到
来
を
予
感
さ
せ
た
も
の
で
し
た
。

伊
里
前
保
育
所
が
現
在
地
に
移
転
し

て
早
10
年
。
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、

未
満
児
保
育
の
充
実
や
延
長
保
育
の
実

施
等
、
益
々
地
域
に
根
ざ
し
た
保
育
所

と
し
て
進
化
を
続
け
て
い
ま
す
。
子
ど

も
達
の
大
い
な
る
未
来
と
町
民
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
に
期
待
し
新

町
の
「
出
航
」
を
祝
福
致
し
ま
す
。 （田の浦）

佐藤 美香さん

平
成
の
大
合
併
に
よ
り

い
よ
い
よ
平
成
の
大
合
併
に
よ
り
、

「
南
三
陸
町
」
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な

り
、「
歌
津
町
」
と
い
う
町
の
名
が
な

く
な
り
ま
す
。
歌
津
町
の
象
徴
の
一
つ

と
で
も
い
う
べ
き
田
束
山
を
正
面（
？
）

に
見
上
げ
る
田
表
（
中
在
）
で
育
っ
た

私
と
し
て
は
、「
う
た
つ
」
と
い
う
町

が
な
く
な
る
こ
と
に
一
抹
の
寂
し
さ
を

感
じ
ま
す
が
、
住
所
表
示
に
「
歌
津
」

が
残
る
と
聞
い
て
い
ま
す
し
、
ま
し
て

や
あ
の
海
や
山
が
突
然
消
え
て
し
ま
う

わ
け
で
も
な
く
、
ま
ず
は
「
南
三
陸
町
」

と
い
う
船
が
、
希
望
に
彩
ら
れ
悠
然
と

出
航
さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
お
祝
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

私
事
で
す
が
、
仙
台
に
住
む
よ
う
に

な
っ
て
早
く
も
11
年
目
と
な
り
ま
し

た
。
多
く
の
歌
津
町
出
身
者
が
自
分
の

中
に
ふ
る
さ
と
歌
津
の
イ
メ
ー
ジ
と
い

う
も
の
を
持
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

私
の
場
合
は
食
べ
物
も
そ
の
ひ
と
つ
で

し
ょ
う
か
？

ふ
る
さ
と
自
慢
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
宮
城
県
は
全
国
で
も
美
味
し
い
も

の
が
数
多
く
揃
っ
た
県
で
あ
り
、
さ
ら

に
そ
の
中
で
も
歌
津
・
志
津
川
ほ
ど
多

様
で
豊
か
な
食
材
に
恵
ま
れ
た
地
域
も

な
い
の
で
は
…
な
ど
と
、
常
々
思
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
と
四
季
折
々
に

魅
せ
る
自
然
の
風
景
は
ま
さ
に
歌
津
の

大
切
な
財
産
で
し
ょ
う
。
ど
う
ぞ
、

「
南
三
陸
」
と
い
う
名
称
に
ふ
さ
わ
し

い
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
情

緒
と
自
然
が

豊
か
で
人
間

味
溢
れ
る
町

で
あ
れ
ば
と

願
い
ま
す
。

仙台市在住
（中在出身）

大津 充さん

（2001～2005）

M
essage

あ
の
日
あ
の
時



18 17

収入役

大津　三郎
町長

牧野　駿
助役

阿部　東夫

行
政
・
議
会

◎
歴
代
町
長 

初
・
2 

阿
　
部
　
権
之
亟
〈（
昭
和
27
年
６
月
10
日
）〜
昭
和
39
年
６
月
９
日
〉 

3
・
4 

牧
　
野
　
興
　
次
〈 

昭
和
39
年
６
月
10
日
〜
昭
和
47
年
６
月
９
日
〉 

5 

千
　
葉
　
雄
　
一
〈 

昭
和
47
年
６
月
10
日
〜
昭
和
51
年
６
月
９
日
〉 

6
・
7
・
8
・
9 

佐
　
藤
　
榮
太
郎
〈 

昭
和
51
年
６
月
10
日
〜
平
成
４
年
６
月
９
日
〉 

10
・
11
・
12
・
13  

牧
　
野
　
　
　
駿
〈 

平
成
４
年
６
月
10
日
〜
現
在
〉 

◎
歴
代
助
役 

初
・
2
 

菅
　
原
　
成
　
行
〈（
昭
和
32
年
５
月
15
日
）〜
昭
和
40
年
５
月
14
日
〉

3
・
4
 

阿
　
部
　
勝
　
雄
〈 

昭
和
42
年
１
月
24
日
〜
昭
和
48
年
８
月
５
日
〉 

5
 

高
　
橋
　
森
　
雄
〈 

昭
和
49
年
７
月
１
日
〜
昭
和
51
年
１
月
〉
 

6
・
7
・
8
 

高
　
橋
　
三
　
郎
〈 

昭
和
51
年
10
月
１
日
〜
昭
和
62
年
３
月
31
日
〉

9
・
10
 

小
　
野
　
　
　
實
〈 

昭
和
62
年
４
月
14
日
〜
平
成
４
年
５
月
20
日
〉

11
・
12
 

佐
　
藤
　
　
　
萬
〈 
平
成
４
年
10
月
５
日
〜
平
成
12
年
10
月
４
日
〉

13
・
14
 

阿
　
部
　
東
　
夫
〈 

平
成
12
年
12
月
20
日
〜
現
在
〉
 

 
◎
歴
代
収
入
役 

初
・
2
・
3 

千
　
葉
　
清
　
一
〈（
昭
和
30
年
７
月
18
日
）〜
昭
和
42
年
７
月
17
日
〉 

4
・
５
・
6 

高
　
橋
　
三
　
郎
〈 

昭
和
42
年
８
月
２
日
〜
昭
和
51
年
９
月
30
日
〉 

7 

佐
　
藤
　
直
　
三
〈 

昭
和
55
年
９
月
２
日
〜
昭
和
59
年
９
月
10
日
〉 

8
・
9 

小
　
野
　
　
　
實
〈 

昭
和
62
年
４
月
14
日
〜
平
成
４
年
５
月
20
日
〉 

10
・
11 

佐
　
藤
　
　
　
萬
〈 

平
成
４
年
10
月
５
日
〜
平
成
９
年
８
月
31
日
〉 

12
・
13 

大
　
津
　
三
　
郎
〈 

平
成
９
年
４
月
１
日
〜
現
在
〉 

（
町
制
施
行
後
） 

昭
和
34
年
４
月

菅
　
原
　
成
　
雄

阿
　
部
　
甚
三
郎

梶
　
原
　
誠
　
一

小
野
寺
　
倉
之
助

及
　
川
　
庄
　
六

三
　
浦
　
信
　
隆

渡
　
辺
　
久
　
蔵

三
　
浦
　
　
　
正

千
　
葉
　
長
四
郎

高
　
橋
　
芳
之
助

三
　
浦
　
謙
　
弥

及
　
川
　
陽
　
三

三
　
浦
　
勇
五
郎

三
　
浦
　
清
一
郎

加
　
藤
　
勝
　
雄

阿
　
部
　
栄
太
郎

（
昭
和
34
年
９
月
17
日
逝
去
）

千
　
葉
　
雄
　
一

（
昭
和
35
年
５
月
19
日
退
任
）

阿
　
部
　
勝
　
雄

（
昭
和
35
年
５
月
28
日
退
任
）

昭
和
35
年
６
月
補
選

三
　
浦
　
　
　
寛

及
　
川
　
宝
三
郎

昭
和
38
年
４
月

菅
　
原
　
成
　
雄

小
野
寺
　
倉
之
助

稲
　
葉
　
留
　
治

三
　
浦
　
信
　
隆

及
　
川
　
茂
　
雄

三
　
浦
　
　
　
寛

阿
　
部
　
　
　
昇

及
川
　
新
左
エ
門

千
　
葉
　
長
四
郎

及
　
川
　
陽
　
三

阿
　
部
　
久
　
市

三
　
浦
　
清
一
郎

加
　
藤
　
勝
　
雄

阿
　
部
　
甚
三
郎

阿
　
部
　
丑
一
郎

及
　
川
　
庄
　
六

千
　
葉
　
雄
　
一

（
昭
和
39
年
５
月
19
日
退
任
）

阿
　
部
　
勝
　
雄

（
昭
和
42
年
１
月
22
日
退
任
）

昭
和
39
年
６
月
補
選

畠
　
山
　
芳
之
進

（
昭
和
39
年
６
月
６
日
退
任
）

昭
和
42
年
４
月

山
　
内
　
正
　
孝

菅
　
原
　
成
　
雄

稲
　
葉
　
留
　
治

小
野
寺
　
倉
之
助

及
　
川
　
茂
　
雄

三
　
浦
　
　
　
寛

千
　
葉
　
雄
　
一

及
川
　
新
左
エ
門

三
　
浦
　
菊
　
助

千
　
葉
　
長
四
郎

大
　
坂
　
平
太
夫

高
　
橋
　
尚
　
伍

及
　
川
　
陽
　
三

阿
　
部
　
久
　
市

加
　
藤
　
勝
　
雄

阿
　
部
　
甚
三
郎

阿
　
部
　
丑
一
郎

及
　
川
　
庄
　
六

昭
和
46
年
４
月

阿
　
部
　
甚
三
郎

三
　
浦
　
　
　
寛

千
　
葉
　
長
四
郎

及
　
川
　
茂
　
雄

内
　
海
　
大
　
典

加
　
藤
　
勝
　
雄

山
　
内
　
正
　
孝

阿
　
部
　
久
　
市

及
　
川
　
陽
　
三

三
　
浦
　
菊
　
助

阿
　
部
　
丑
一
郎

男
　
澤
　
達
　
夫

及
　
川
　
清
之
助

大
　
坂
　
平
太
夫

横
　
山
　
利
　
平

菅
　
原
　
成
　
雄

及
　
川
　
庄
　
六

（
昭
和

49
年

11
月

24
日
逝
去
）

高
　
橋
　
森
　
雄

（
昭
和
49
年
６
月
30
日
退
任
）

昭
和
50
年
４
月

三
　
浦
　
　
　
寛

大
　
坂
　
平
太
夫

三
　
浦
　
捨
治
郎

佐
　
藤
　
圭
太
郎

山
　
内
　
正
　
孝

三
　
浦
　
菊
　
助

男
　
澤
　
達
　
夫

三
　
浦
　
清
　
喜

三
　
浦
　
清
　
三

及
　
川
　
清
之
助

阿
　
部
　
丑
一
郎

阿
　
部
　
勝
　
雄

及
　
川
　
茂
　
雄

及
　
川
　
国
太
郎

横
　
山
　
利
　
平

高
　
橋
　
春
　
治

千
　
葉
　
長
四
郎

菅
　
原
　
成
　
雄

昭
和
54
年
４
月

阿
　
部
　
勝
　
雄

及
　
川
　
清
之
助

及
　
川
　
茂
　
雄

横
　
山
　
利
　
平

高
　
橋
　
森
　
雄

三
　
浦
　
清
　
喜

佐
　
藤
　
圭
太
郎

大
　
坂
　
平
太
夫

男
　
澤
　
達
　
夫

高
　
橋
　
春
　
治

石
　
瀬
　
由
　
丸

三
　
浦
　
清
　
三

及
　
川
　
萬
　
一

山
　
内
　
正
　
孝

内
　
海
　
大
　
典

三
　
浦
　
捨
治
郎

及
　
川
　
国
太
郎

千
　
葉
　
一
　
成

昭
和
58
年
４
月

阿
　
部
　
勝
　
雄

及
　
川
　
清
之
助

及
　
川
　
茂
　
雄

横
　
山
　
利
　
平

高
　
橋
　
森
　
雄

三
　
浦
　
清
　
喜

佐
　
藤
　
圭
太
郎

加
　
藤
　
　
　
誠

大
　
坂
　
平
太
夫

男
　
澤
　
達
　
夫

高
　
橋
　
春
　
治

三
　
浦
　
清
　
三

及
　
川
　
萬
　
一

山
　
内
　
正
　
孝

三
　
浦
　
捨
治
郎

内
　
海
　
大
　
典

及
　
川
　
国
太
郎

千
　
葉
　
一
　
成

昭
和
62
年
４
月

及
　
川
　
清
之
助

及
　
川
　
俊
　
夫

加
　
藤
　
　
　
誠

山
　
内
　
一
　
郎

内
　
海
　
大
　
典

大
　
坂
　
徳
　
夫

佐
　
藤
　
圭
太
郎

高
　
橋
　
森
　
雄

及
　
川
　
萬
　
一

千
　
葉
　
一
　
成

阿
　
部
　
　
　
建

及
　
川
　
国
太
郎

三
　
浦
　
清
　
三

三
　
浦
　
清
　
人

男
　
沢
　
達
　
夫

及
　
川
　
茂
　
雄

平
成
３
年
４
月

及
　
川
　
清
之
助

三
　
浦
　
治
　
海

高
　
橋
　
森
　
雄

及
　
川
　
萬
　
一

佐
　
藤
　
圭
太
郎

阿
　
部
　
　
　
建

及
　
川
　
俊
　
夫

内
　
海
　
大
　
典

三
　
浦
　
清
　
人

千
　
葉
　
昭
　
夫

三
　
浦
　
清
　
三

山
　
内
　
一
　
郎

阿
　
部
　
辰
　
雄

大
　
坂
　
徳
　
夫

千
　
葉
　
一
　
成

及
　
川
　
国
太
郎

平
成
７
年
４
月

千
　
葉
　
教
　
行

阿
　
部
　
辰
　
雄

大
　
坂
　
徳
　
夫

加
　
藤
　
　
　
誠

及
　
川
　
俊
　
夫

及
　
川
　
国
太
郎

及
　
川
　
　
　
均

阿
　
部
　
　
　
建

千
　
葉
　
一
　
成

村
　
上
　
幸
　
雄

三
　
浦
　
清
　
人

三
　
浦
　
治
　
海

三
　
浦
　
清
　
三

千
　
葉
　
昭
　
夫

（
平
成
９
年
11
月
19
日
逝
去
）

山
　
内
　
一
　
郎

内
　
海
　
大
　
典

平
成
11
年
４
月

千
　
葉
　
教
　
行

三
　
浦
　
昭
太
郎

及
　
川
　
　
　
均

阿
　
部
　
辰
　
雄

（
平
成
13
年
６
月
12
日
逝
去
）

及
　
川
　
国
太
郎

及
　
川
　
俊
　
夫

三
　
浦
　
清
　
人

村
　
上
　
幸
　
雄

内
　
海
　
大
　
典

千
　
葉
　
一
　
成

及
　
川
　
　
　
徹

三
　
浦
　
治
　
海

大
　
坂
　
徳
　
夫

山
　
内
　
一
　
郎

三
　
浦
　
清
　
三

阿
　
部
　
　
　
建

平
成
15
年
４
月

山
　
内
　
義
　
申

山
　
内
　
孝
　
樹

菅
　
原
　
憲
　
行

及
　
川
　
　
　
徹

及
　
川
　
　
　
均

千
　
葉
　
教
　
行

村
　
上
　
幸
　
雄

三
　
浦
　
治
　
海

大
　
坂
　
徳
　
夫

及
　
川
　
俊
　
夫

千
　
葉
　
一
　
成

及
　
川
　
国
太
郎

内
　
海
　
大
　
典

三
　
浦
　
清
　
人

阿
　
部
　
　
　
建

初

阿
　
部
　
勝
　
雄
〈（
昭
和
30
年
５
月
）〉

２

千
　
葉
　
雄
　
一
〈
昭
和
34
年
５
月
〉

３

加
　
藤
　
勝
　
雄
〈
昭
和
36
年
２
月
〉

４

三
　
浦
　
　
　
寛
〈
昭
和
38
年
５
月
〉

５

稲
　
葉
　
留
　
治
〈
昭
和
41
年
１
月
〉

６

及
　
川
　
陽
　
三
〈
昭
和
42
年
５
月
〉

７

及
　
川
　
庄
　
六
〈
昭
和
44
年
２
月
〉

８

及
　
川
　
茂
　
雄
〈
昭
和
46
年
５
月
〉

９

大
　
坂
　
平
太
夫
〈
昭
和
50
年
５
月
〉

10

阿
　
部
　
勝
　
雄
〈
昭
和
53
年
10
月
〉

11

及
　
川
　
清
之
助
〈
昭
和
54
年
５
月
〉

12

及
　
川
　
清
之
助
〈
昭
和
58
年
５
月
〉

13

男
　
澤
　
達
　
夫
〈
昭
和
62
年
５
月
〉

14

千
　
葉
　
一
　
成
〈
平
成
３
年
４
月
〉

15

佐
　
藤
　
圭
太
郎
〈
平
成
５
年
４
月
〉

16

山
　
内
　
一
　
郎
〈
平
成
７
年
５
月
〉

17

三
　
浦
　
清
　
三
〈
平
成
11
年
４
月
〉

18

三
　
浦
　
清
　
人
〈
平
成
15
年
５
月
〜
現
在
〉

初

高
　
橋
　
政
　
吉
〈（
昭
和
28
年
４
月
）〉

２

佐
々
木
　
勝
十
郎
〈
昭
和
37
年
10
月
〉

３
・
４

梶
　
原
　
良
　
雄
〈
昭
和
41
年
10
月
〉

５

佐
　
藤
　
榮
太
郎
〈
昭
和
49
年
10
月
〉

６

小
　
野
　
　
　
實
〈
昭
和
51
年
１
月
〉
職
務
代
行

７
・
８

佐
々
木
　
早
　
苗
〈
昭
和
51
年
３
月
〉

９
・
10

佐
　
藤
　
直
　
三
〈
昭
和
59
年
10
月
〉

11
・
12

千
　
葉
　
雄
　
次
〈
平
成
２
年
10
月
〉

13

江
　
島
　
孝
　
夫
〈
平
成
９
年
10
月
〉

14

三
　
浦
　
英
　
治
〈
平
成
13
年
10
月
〜
現
在
〉

阿
　
部
　
権
之
亟
氏
〈
昭
和
46
年
11
月
推
載
〉

梶
　
原
　
良
　
雄
氏
〈
昭
和
54
年
11
月
推
載
〉

畠
　
山
　
郁
　
朗
氏
〈
平
成
11
年
４
月
推
載
〉

佐
　
藤
　
榮
太
郎
氏
〈
平
成
11
年
４
月
推
載
〉

初

三
　
浦
　
清
一
郎
〈（
昭
和
30
年
５
月
）〉

２

三
　
浦
　
清
一
郎
〈
昭
和
34
年
５
月
〉

３

千
　
葉
　
雄
　
一
〈
昭
和
36
年
２
月
〉

４

三
　
浦
　
清
一
郎
〈
昭
和
38
年
５
月
〉

５

阿
　
部
　
勝
　
雄
〈
昭
和
41
年
１
月
〉

６

三
　
浦
　
清
一
郎
〈
昭
和
42
年
１
月
〉

７

千
　
葉
　
長
四
郎
〈
昭
和
42
年
５
月
〉

８

菅
　
原
　
成
　
雄
〈
昭
和
46
年
５
月
〉

９

三
　
浦
　
　
　
寛
〈
昭
和
50
年
５
月
〉

10

千
　
葉
　
長
四
郎
〈
昭
和
53
年
10
月
〉

11

阿
　
部
　
勝
　
雄
〈
昭
和
54
年
５
月
〉

12

阿
　
部
　
勝
　
雄
〈
昭
和
58
年
５
月
〉

13

及
　
川
　
茂
　
雄
〈
昭
和
62
年
５
月
〉

14

及
　
川
　
国
太
郎
〈
平
成
３
年
４
月
〉

15

高
　
橋
　
森
　
雄
〈
平
成
５
年
４
月
〉

16

内
　
海
　
大
　
典
〈
平
成
７
年
５
月
〉

17

阿
　
部
　
　
　
建
〈
平
成
11
年
４
月
〉

18

阿
　
部
　
　
　
建
〈
平
成
15
年
５
月
〜
現
在
〉

◎
歴
代
議
員 

◎
歴
代
議
長（
就
任
年
月
） 

◎
歴
代
副
議
長（
就
任
年
月
） 

◎
歴
代
教
育
長（
就
任
年
月
） 

◎
名
誉
町
民 

（
町
制
施
行
後
）
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25
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昭
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昭
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35
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平
成
元
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平
成
5
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平
成
10
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平
成
15
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平
成
17
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和
60
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55
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■人口・世帯数の推移 ■年齢別・男女別人口 

■行政区別人口・世帯数 

■産業別就業人口の推移 ■第1次産業〈産業別就業人口の推移〉 

■第3次産業〈産業別就業人口の推移〉 ■第2次産業〈産業別就業人口の推移〉 

■小学校及び中学校の児童生徒数の推移 
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156
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1,066 1,050
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歌
津
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昭
和
35
年 

昭
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昭
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平
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平
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平
成
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平成12年 農　業 林　業 漁　業 

98

0 0 0 0 0 0

188
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266

74

3

39 46
52

80

120 124

171

9
0 0 0 0 0 0

20

174

43

0 3 2 1 2 0

70 72 75
91 87

211

260

334

369

433

26 20 19 19

246

372

326
308 317

4 4 3 4 4

97

430

471 479
452昭

和
35
年 

昭
和
45
年 

昭
和
55
年 

平
成
2
年 

平
成
7
年 

平
成
12
年 

昭
和
35
年 

昭
和
45
年 

昭
和
55
年 

平
成
2
年 

平
成
7
年 

平
成
12
年 

鉱　業 建設業 製造業 電気ガス水道業 運輸・通信業 卸・小売業 金融・保険業 不動産業 サービス業 公　務 分類不能 

平成7年 平成2年 昭和55年 昭和45年 昭和35年 

第3次産業 第2次産業 第1次産業 

（国勢調査） 

（国勢調査報告書） 

（平成12年10月1日　国勢調査） 

（学校基本調査） 

払　　川 12 8 25 43 4 4 1 6 4 5 8 7 3 1 0 
上　　沢 33 52 53 105 6 6 9 10 15 18 17 10 13 1 0 
樋 の 口 13 24 27 51 0 9 1 0 11 9 2 10 9 0 0 
中　　在 25 41 43 84 9 5 16 11 6 10 10 9 5 3 0 
石　　泉 88 164 153 317 27 46 33 28 46 60 32 26 16 3 0 
韮 の 浜 71 141 160 301 25 19 28 37 36 43 49 38 24 2 0 
寄　　木 46 103 98 201 13 32 12 18 36 23 27 30 9 1 0 
伊里前上 202 313 344 657 62 95 46 67 90 99 69 88 35 6 0 
伊里前下 203 307 336 643 49 80 62 71 89 118 72 55 42 5 0 
館　　浜 79 180 171 351 33 34 37 42 47 50 35 49 21 3 0 
泊　　浜 134 301 297 598 44 63 58 64 90 97 62 71 42 7 0 
馬　　場 45 109 109 218 23 25 18 27 29 23 29 32 10 2 0 
中　　山 54 114 131 245 25 34 13 33 34 25 36 27 14 4 0 
名　　足 148 281 282 563 62 77 51 70 81 69 64 65 18 6 0 
石　　浜 63 123 132 255 13 23 25 30 33 40 34 32 22 2 1 
田 の 浦 97 194 210 404 25 60 39 40 61 52 43 57 25 2 0 
　 港 122 263 257 520 42 57 48 63 57 86 66 57 36 8 0 
　 計 1,435 2,728 2,828 5,556 462 669 497 617 765 827 655 663 344 56 1

行政区 世帯数 
男女別人口 年　齢　別　人　口 
男 女 計 0～9歳 10～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70～79歳 80～89歳 90～99歳 100歳以上 

（平成17年7月31日　住民基本台帳） 
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ば
な
な
漁
港（
馬
場
地
区
）

伊
里
前
地
区
の
街
並
み

稲
渕
海
岸

伊
里
前
川
河
口

田
束
山

名
足
小
学
校

1999・4月号

2002・10月号

2003・12月号

2005・6月号 1991・9月号

1995・8月号

1987・4月号

1997・6月号

1988・2月号1993・5月号

1989・4月号

1985・3月号

1978・1月号

1980・1月号

1982・4月号

1984・4月号

1992・7月号2005・3月号

昭和30年昭和30年昭和30年

現 在現 在現 在

現 在現 在現 在

現 在現 在現 在

昭和37年昭和37年昭和37年

昭和54年昭和54年昭和54年

現 在現 在現 在

昭和45年昭和45年昭和45年

昭和35年昭和35年昭和35年

現 在現 在現 在

現 在現 在現 在

昭和37年昭和37年昭和37年

本誌発刊にあたり、次の方々より写真掲載のご協力をいただきました。（五十音順）
及川 国太郎さん（馬場）・及川 幸

さ ち

子さん（伊里前上）・及川 徹さん（伊里前上）・男澤 克己さん（埼玉県新座市）・佐藤 幸夫

さん（伊里前上）・高橋 静男さん（伊里前上）



町　章
ウタツの ヴ″が原形で、
中心の部分は山と海を表
し、全体を円形にまとめ
たのは町の平和と発展を
強く表徴したものです。

町花：つつじ

町木：まつ

町鳥：かもめ
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